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第５７号 壽光会だより 令和４年１０月

新入職員紹介

九
月
十
五
日
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
湖
水

苑
に
お
い
て
、
新
百
歳
の
入
居
者
様
へ
馬
庭
理
事

長
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
方

は
大
正
十
一
年
生
ま
れ
で
、
戦
争
を
経
験
さ
れ
真

面
目
に
生
き
て
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
長
生
き
で
楽
し
い
湖
水
苑
で
の
生
活
を
送
っ
て

頂
け
る
よ
う
、
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
敬
老
の
日
の
お
祝

い
を
行
い
、
楽
し
い
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ

さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
寿
の
お
祝
い
に
ユ

ニ
ッ
ト
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
も
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。

敬老イベント

９月２６日に、あいおいニッセイ

同和損保島根支社様より、社内で集

めた約15,000点を保育園に寄贈して

いただきました。五十嵐支店長から

須谷保護者会長に目録が渡されまし

た。子どもたちの保育活動の充実に

役立たさせていただきたいと思いま

す。大変ありがとうございました。

また、いなさ園様・みせんの里様・

グループホーム大社様・長浜和光園

様・もくれん湖陵様・トリニティカ

レッジ出雲医療福祉専門学校様・出

雲西高校様には、常設の収集箱を置

いていただきまして感謝致します。

２４時間テレビチャリティ委員会様より空気清浄機受贈

特別養護老人ホーム湖水苑

あいおいニッセイ同和損保島根様よりベルマーク受贈

９月１日に、須山明子介護職員が、

高齢・障害・求職者支援機構より、優

秀勤労者表彰を受けました。平成１８

年に採用以降、本人の人柄や仕事に対

する誠実さが評価されました。時々、

肩が痛くなることもありますが、自分

の身体のメンテナンスをしながら仕事

に取り組んでいるそうです。彼女の採

用を契機に、法人での障がい者雇用が

進み、令和４年９月末現在、法人の法

定雇用率の２倍を超える５．１２％で

す。

優良勤労者表彰

このたび、特別養護老人ホーム湖水

苑において、公益社団法人２４時間

テレビチャリティー委員会様より新

型コロナウィルス感染症対策支援と

して『空気清浄機』を寄贈していた

だきました。まだまだコロナ感染の

終息が見通せない状況ではあります

が、感染対策につとめながら社会福

祉法人としての使命を果たしていき

たいです。ありがとうございます。

大矢 由美子

特別養護老人ホーム

看護師

小林 幸子

ヴィラ湖水苑

看護師

壽光会初の男性育児休暇取得

このたび、法人内で初めて、男性育児休暇

取得者が誕生しました。取得したのは、山根

英朗介護職員です。妻の負担を減らすことと、

そして何よりも、父親として育児をするため

に取得しました。嬉しいことに上の子もお父

さん子になってくれました。今後法人内で、

さらには地域・社会全体で男性の育休取得者

が増えていくことを期待しています。

九
月
十
三
日
に
、
ヴ
ィ
ラ
湖
水
苑
に
お
い
て
、

敬
老
会
を
し
ま
し
た
。
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
お

ら
れ
る
料
理
の
一
つ
に
、
飯
南
町
赤
名
の
『
ミ
セ

ス
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ト
』
の
薬
膳
料
理
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
は
、
そ
こ
の
ご
主
人
に
頼
み
、
お
野

菜
た
っ
ぷ
り
の
か
ら
だ
に
優
し
い
お
弁
当
を
作
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
「
ま
ご
わ
や
さ
し
い
」
、
こ

の
言
葉
通
り
の
と
て
も
食
べ
や
す
い
お
弁
当
で
し

た
。
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ば
れ
て
完
食
さ
れ
る
方
が

多
か
っ
た
で
す
。
日
々
、
共
に
過
ご
し
楽
し
い
日
々

を
こ
の
お
弁
当
と
共
に
祝
う
こ
と
が
で
き
て
、
本

当
に
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
入
居
者
様

か
ら
も
、
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
私
た
ち
も

嬉
し
い
一
日
で
し
た
。

ヴィラ湖水苑

求める人物像

お年寄りや子どもが好きな方

笑 顔 が 素 敵 な 方

向 上 心 が 旺 盛 な 方

何事にも前向きな方

お 話 が 好 き な 方

この中のどれか１つでも当てはまれば

応募可能です

職員募集中

九
月
十
八
日
に
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
湖
水
苑
に
お
い

て
、
敬
老
会
を
行
い
ま
し

た
。
人
生
の
大
先
輩
を
敬

い
、
感
謝
の
気
持
ち
と
と

も
に
長
寿
の
お
祝
い
を
し
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
皆
様
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
し

ま
し
た
。
職
員
で
考
え
た

敬
老
会
の
催
し
物
に
、
入

居
者
様
の
笑
顔
が
た
く
さ

ん
見
ら
れ
た
素
敵
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
の
た
め
、
残
念

な
が
ら
法
人
全
体
で
の

大
規
模
な
敬
老
会
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
代

替
え
と
し
て
、
各
事
業

所
や
各
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と

に
、
趣
向
を
こ
ら
し
た

敬
老
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
た
。

今
年
度
は
、

喜
寿

三
名

米
寿

十
名

白
寿

四
名

百
寿

四
名

新
百
歳

二
名

百
歳
以
上

一
名

の
方
に
は
、
個
別
に
記

念
品
を
贈
呈
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

九
月
十
九
日
に
は
、

お
祝
い
メ
ニ
ュ
ー
を
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

グループホーム湖水苑 ケアサポート相生

九
月
十
三
日
～
十
六
日
に
、
敬

老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
職
員

手
作
り
の
小
物
入
れ
に
靴
下
を

入
れ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
手
作
り
の
お
祝
膳
や
着
物

姿
で
点
て
る
お
抹
茶
会
、
そ
し

て
職
員
に
よ
る
出
し
物
と
し
て
、

『
よ
さ
こ
い
や
銭
太
鼓
』
『
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
』
『
獅
子
舞
の

登
場
』
な
ど
日
替
わ
り
で
披
露

し
ま
し
た
。
利
用
者
様
の
民
謡

に
合
わ
せ
て
銭
太
鼓
を
し
た
り

と
、
笑
い
の
絶
え
な
い
心
温
ま

る
敬
老
会
と
な
り
ま
し
た
。



運動会

ヤマメのつかみどり

８月１０日に、日本赤十字社島根県支部の河野さん・清水

さんを講師として『幼児安全法短期講習』を開催しました。

従来の救命救急の講習会では成人が対象になりますが、こ

の講習は乳幼児期に起こりやすい事故の予防とその手当、

かかりやすい病気と発熱・けいれんなどの症状に対する手

当などの知識や技術の取得を目標としております。たいしゃ

保育園は令和３年度に青少年赤十字（JRC）に加盟したこと

もあり、乳幼児安全法は初開催となりました。

幼児安全法講習会

９月２４日に、大社小学校の体育館をお借りして、運動

会を行いました。今年もコロナ感染対策のため、クラス毎

の開催となりました。練習も思うようにいかない日があり

ましたが、友だちと心を一つにしてめあてに向かって頑張

る姿に感動しました。当日はその成果を十分に発揮し、ど

の子にもたくさんの拍手が送られました。胸の金メダルも

とても誇らしそうでした。

麦わら帽子のマグネット製作 認知症サポーター研修

７月１３日に、出雲西高校普通科介護福祉コース３年生

（２４名）を対象に認知症サポート研修を開催しました。

講義の中では、出雲西高校を卒業して湖水苑に就職してい

る先輩から福祉の仕事をする中でのアドバイスや経験談も

交えながら、認知症についての理解を深めていただく事を

目的に行いました。コロナ禍ではありますが、今後も地域

に向けた認知症への理解を深めて頂ける取り組みを行って

いきたいと思っています。

ケアサポート相生

外出支援（お墓参り）

８月１６日～１８日に、夏らしい麦わら帽子のマグネッ

トを皆さんと創作しました。選んでいただいた糸を、丸い

台紙にマグネットとペットボトルのキャップを乗せた台に

巻き付けていくという、シンプルな作業ですが、意外に難

しく、皆さん真剣な表情で取り組んでくださいました。糸

巻に苦戦した方もおられましたが、リボンやお花で装飾す

れば、華やかな素敵な麦わら帽子の完成です。

特別養護老人ホーム湖水苑

トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校生（２年生）の施設実習

７月１３日～８月１日に、トリニティカレッジ出雲医療福

祉専門学校の２年生（３名）が実習に来られました。７月

２０日には、ユニットでレクリエーションをして下さいま

した。魚釣りゲーム・点取りゲーム・輪投げゲーム等、た

くさんの楽しいゲームを展開してくれました。コロナ禍で

行事が少ない中、入居者様も大変盛り上がり、楽しいひと

時を過ごす事が出来ました。ありがとうございました。

シイタケ栽培

９月７日に、原木からシイタケを栽培し収穫を行いました。

毎日の水やりを通してシイタケの成長の早さに、入居者様・

職員も驚かされました。シイタケの成長を眺めながら収穫後

の楽しみであるシイタケ料理について皆さんで相談しておら

れる姿を見て、極々自然な日常の風景を見ることができとて

も微笑ましい光景でした。

外出支援（ドライブ）

うな丼の日

グループホーム湖水苑

９月２８日に、ケアサポート相生において、キララ多伎

方面へドライブへ出かけました。皆さん、外出は久しぶり

で、車の中は修学旅行のように笑顔が飛び交っていました。

わくわく感に年齢は関係ありません。楽しい時間になりま

した。

７月２９日に、介護職員を対象に救命救急講習を行いま

した。職員は、入居者様の命を預からせて頂いており、突

然の急変時には迅速・適切な対応で医療機関に繋げる事が

求められるという意識をもって研修を行いました。また、

研修では介護施設内で起こりうる状況等を検討しながら、

AEDを使用した心肺蘇生法の訓練を行い技術と知識の向上

を図ることが出来ました。

７月１９日に、うな丼の日を設けました。食事のアンケー

トを取った時に、夏には鰻を出して欲しいという要望があ

り、昨年から土用の丑の日の頃に「うな丼」を提供してい

ます。「夏の暑い時に鰻を食べると元気になるね」と、評

判が高いです。

川柳会

９月１６日に、毎月恒例の川柳会を行いました。川柳会

が始まって３年が経ちます。入居者様がそれぞれ季節に

合わせて句の内容を考えておられます。普段から、メモ

を持ち歩かれ、思いついた時に書き留めておられる姿も

あり、参加される方の生活の一部となっています。

入居者様が、９月９日の通院の帰り道に、ご家族さんと待

ち合わせをして、奥様のお墓参りに出かけられました。コロ

ナウイルス感染症予防のため、ご家族さんとは遠目で対面し

ていただき、近況をお話しされました。ご親戚さんやご近所

さんも駆け付けて下さり、涙があふれてしまいました。コロ

ナ禍で面会制限をさせていただく中、ご家族様にはご理解、

ご協力いただき大変感謝申し上げます。

救命救急講習

９月１４日に、ぞう組が飯南町にある『志都の里やまめ

の渓』にやまめのつかみどりに出かけました。暑い中冷た

いやまめの池に入り、「キャー！すごい！」と歓声を上げ

て、やまめを追いかけました。取ったやまめはその場で塩

焼きにしていただき、おいしく食べました。「お魚は苦手

だけど、やまめはおいしい。」と、ほとんどの子が頭から

残さずにいただきました。

たいしゃ保育園

ヴィラ湖水苑


